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我々はフォトニック結晶導波路 (PCW) のLiDAR応用を研究している．ここではFMCW方式を採用し，

FM 変調された信号光と参照光のビート周波数より測距する．PCW は非機械的に光ビームを送信，同じ

角度で戻ってくる反射光を受信する光アンテナとして用いる．これまでに，表面回折格子型や二重周期

型の Si PCW光偏向器を実証し 1,2)，さらにファイバ遅延線を用いた擬似的な測距動作も報告した．今回

はこの光偏向器を受信アンテナとして用いたときの特性を詳しく調査した． 

製作したのは格子定数 400 nm，基本となる円孔直径 220 nmの Si格子シフト型 PCW光偏向器である．

今回は円孔直径差 5 nmの大小円孔配列から成る二重周期構造を用いた．実際のデバイスと測定の様子を

図 1に示す．可変波長レーザ光源より出力された波長 1525～1540 nmの光を s偏波に調整し，ファイバ

コリメータを介して光偏向器に照射，結合させ，導波路端から取り出した．照射光の角度を 20～29°の範

囲で 1°ずつ傾けたときの出射スペクトルを図 2 に示す．放射角に対応した受光角で，高い結合効率（ア

ンテナとしての高い利得）が得られる．また，波長と偏向角の関係は/ ≈ 0.96°/nmと測定されたが，

実際，偏向角を 1°変えたとき，約 1 nm受信波長が変化し，理論通りの結果が得られた．また光が照射さ

れた導波路長は約 400 mであり，これを開口長と考えたときの理論的な角度広がりは 0.225°となる．こ

れを波長拡がりに換算すると 0.23 nmとなる．これに対して実際のスペクトル拡がりは，ほとんどの角度

では 0.22 nmとなり，予想と対応した． 

現在，このような PCWをベースとした光偏向器，変調器，光検出器から構成される FMCW チップを

製作中であり，結果が得られれば当日報告したい． 

本研究は JST-ACCELプロジェクトの援助を得て行われている． 
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図 1．実際に用いた光偏向器と測定系． 

 

図 2．受信スペクトルの角度依存性． 
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